
一般演題　日程表 ※一般演題の発表時間は、発表6分＋質疑応答2分の計8分

開催日時 会場 発表順 演題番号 筆頭演者 演題名

一般演題１ 9月6日（土）9:05～9:45 A会場 （410教室） 1 2025J-0011 露口 悠太 瞳孔記録計NPi-200が急性閉塞性水頭症の早期診断に有用であった2症例

2 2025J-0016 高橋 美貴 NASVA　遷延性意識障害患者における排便ケアの標準化～エコーを用いて～

3 2025J-0026 松田 絵美 ディスポーザブル栄養ボトル導入による看護負担軽減についての調査

4 2025J-0034 岩島 千菜美 頭部外傷により重度構音障害を呈した患者が成功体験を通じて改善を得た一例

5 2025J-0012 中﨑 剛 遷延性意識障害患者家族の課題の一事例

一般演題２ 9月6日（土）15:40～16:20 A会場 （410教室） 1 2025J-0045 住田 由香里 脳血管疾患の障害部位による転倒リスクの検証

2 2025J-0032 園田 裕史 脳卒中専門の有床診療所における急性せん妄状態の把握と今後の課題について

3 2025J-0006 北村 広志 MCS患者における嚥下機能評価の試み　その１

4 2025J-0061 大鹿糠 徹 頭部外傷後の遷延性意識障害者における潜在的残存機能の客観的評価の試み

5 2025J-0040 佐々木 敬子 脳神経外科障がい者病棟における吸引・おむつ交換時の感染防止対策に向けた取り組み

一般演題３ 9月6日（土）15:40～16:20 B会場 （401教室） 1 2025J-0002 北野 貴之 脳卒中後の急性意識障害の予後予測因子の検討前向き観察研究

2 2025J-0003 柴山 和音 褥瘡リスクの高い患者の生活自立支援を踏まえた褥瘡予防・治療に関する取り組み

3 2025J-0018 浅原 悠香 遷延性意識障害患者におけるココアでの亜鉛補充の検討

4 2025J-0005 佐藤 久恵 障害を受け入れるために～異文化理解とコミュニケーションの重要性～

5 2025J-0046 足立 好司 意識障害患者に対する笑いの効能

一般演題４ 9月6日（土）16:20～17:00 B会場 （401教室） 1 2025J-0009 深田 真樹 受傷から2年以上経過した高次脳機能障害患者に継続看護をし、改善があった一症　例療護看護プログラム後の個別性のある関わり

2 2025J-0035 丸山 真奈 Task Calc. Stroke (タスカル)症例におけるプロトコール導入前後での治療介入時間の検討～時間の変化と救急外来看護師の行動変容～

3 2025J-0022 佐藤 優華 脳外傷後遺症にて下肢内旋位を呈する患者に対して筋緊張緩和に取り組んだ１例

4 2025J-0010 伊東 大祐 当院における多剤耐性菌に対する標準予防策の効果

5 2025J-0056 松本 淳 重症頭部外傷後遺症患者の筋緊張に対する鍼治療の効果の後方視的検討

一般演題５ 9月6日（土）17:20～18:00 A会場 （410教室） 1 2025J-0008 上田 孝 アンコンシャス・バイアスと脳の不思議な働き,意識障害救急version

2 2025J-0006 北村 広志 MCS患者における嚥下機能評価の試み　その２

3 2025J-0050 畠山 哲宗 頭部外傷後の急性期におけるTHK5351-PETの有用性について

4 2025J-0014 沼田 健斗 頭部外傷から長期間が経過した失語症のある患者への機能回復に向けた取り組みの一例

5 2025J-0062 鈴木 宏美 遷延性意識障害例のリハビリテーションにおけるBrain Machine Interfaceの活用

一般演題６ 9月6日（土）17:20～18:00 B会場 （401教室） 1 2025J-0052 松山 由香里 右上肢の屈曲と振戦があり、筋緊張の強い患者に対する看護～緊張緩和、表情表出に繋がった事例～

2 2025J-0025 戸國 真佐子 遷延性意識障害へのマイクロアグレッション――専門職からの「隠された攻撃」――

3 2025J-0023 今井 直哉 Easy Z-score Imaging Systemを用いた頭部外傷後・遷延性意識障害患者に対する99mTc-ECD SPECTの解析

4 2025J-0033 上田 孝英 経口摂取を阻んだのは嚥下ではなかった～意識・認知・言語の関連から捉える脳出血症例～

5 2025J-0001 上田 正之 脳血管障害患者における「加重臥位」の脳活動変化

一般演題７ 9月7日（日）9:00～9:40 A会場 （410教室） 1 2025J-0043 大西 久男 遷延性意識障害者・児の介護家族における多重ケアの実態

2 2025J-0031 紫牟田 帆紀 脳神経外科病棟における災害対策の検討

3 2025J-0027 半田 澄江 遷延性意識障害患者の腹臥位におけるリラックス効果についての検証～α波に着目して～

4 2025J-0028 岩附 瑞己 救命救急センターにおける意識障害患児への看護実践

5 2025J-0044 野澤 成大 痙攣と意識障害に脳波異常を伴った急性グルホシネート中毒の一例

一般演題８ 9月7日（日）9:00～9:40 B会場 （401教室） 1 2025J-0024 榊原 千浩 退院支援の早期多職種介入の有効性についての検討

2 2025J-0038 田中 輝 集学的治療が重度痙縮の改善に奏功し車椅子での離床時間が拡大・ADLの改善に寄与した一例

3 2025J-0029 森嶋 亮 DTI-ALPS法を用いた自動車事故による脳損傷患者の予後評価：NASVA scoreとの関連性

4 2025J-0075 武藤 友和 重度遷延性意識障害患者の在宅での歩行用リフトを使用した積極的な立位・歩行トレーニングについてｰ第2報-

5 2025J-0042 池亀 由香 交通事故後遷延性意識障害患者の聴覚誘発磁界検査における脳内結合性の変化

一般演題９ 9月7日（日）14:50～15:22 B会場 （401教室） 1 2025J-0019 大原 郁穂 重症脳外傷後に頭部後屈位を呈するようになった患者に対し筋緊張緩和に取り組んだ一例

2 2025J-0036 藤田 浩二 脳神経外科医が参加した院内認知症ケアサポートチーム活動～不眠・せん妄対策による転倒転落、身体的拘束最小化への試み～

3 2025J-0039 上野 照雄 遷延性意識障害に対するロボットアシスト脚付き起立訓練ベッドErigo（エリーゴ）導入1年間の実施経験

4 2025J-0013 友次 桃子 遷延性意識障害患者の痙縮改善から一人介助で移乗動作が獲得できた一例


